
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

 

第 13 回『現代に生きる 〜 読書は 人間をつくる 〜』 

 

南流山での『ゴスペル・クワイア & 言葉の処方箋』での講演に赴いた。早速、

「本日は、ご多忙の中、素晴らしいご講演を頂き、心から感謝申し上げます。  何

人もの方から、メールを頂戴し、どんなに 心に喜びが溢れたかを 教えて頂き

ました。」、「ゴスペルクワイヤの皆様も 異口同音に 感謝されておりました。」

などなどの 励ましのメールを頂いた。 ただ感謝あるのみである。 

 

定例の毎月の『東久留米がん哲学外来・カフェ』に出席した (添付)。 4 組の個

人面談もあり、大変充実した時であった。 その後、2007 年から 継続している

読書会に向かった。 今回は、新渡戸稲造『武士道』第 17 章「武士道の将来」

であった (次ページ)。 まさに、「変容しながら 現代に生きる」の学びであっ

た。 2020 年 新渡戸記念中野総合病院でも 新渡戸稲造『武士道』の読書会が開

始された。「読書は 人間をつくるもの」を実感する日々である。 

 

「欲のない 正しい説が 最後の勝利を得るものだ」&「水面低き争いに 勝負を

意にかけるなかれ。―― 一生の目的を 高きに置いてこれを追えば、途中の障

害多きがごとくして 多からざるものであると思う。」（新渡戸稲造）が、今週

の「言葉の院外処方箋」となった。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  



 

 

 


